
 

令和６年度米海兵隊との実動訓練へのＣＶ－２２の参加について（口頭要請） 

 

令和６年７月９日（火）に北関東防衛局から、「令和６年度米海兵隊との実動

訓練（レゾリュート・ドラゴン２４）へのＣＶ－２２（×２機程度）の参加を計

画している。レゾリュート・ドラゴン２４に参加する横田飛行場のＣＶ－２２の

要員は、米空軍が発表した「３段階のアプローチ」が完了するとともに、最新の

整備要領及び安全手順を網羅した包括的な技術訓練を実施しており、必要な練

度を回復した上で本訓練に参加する。」との情報提供がありました。 

ＣＶ－２２オスプレイについては、令和５年 11月の墜落事故に係る事故調査

が継続中かつ、より詳細な事故原因や安全対策、再発防止策の情報が十分提供さ

れておらず、基地周辺住民の不安が解消されたとは言えません。 

ついては、次のとおり要請します。 

 

○ 安全対策の徹底と事故防止に万全の措置を講ずること。 

○ 騒音が大幅に増加することがないよう周辺住民に十分配慮すること。特に

夜間及び土曜日・日曜日については、徹底すること。 

○ 市街地上空での低空・旋回訓練は行わないこと。 

○ 通常の運用時間帯以外での航空機の運用を極力実施しないこと。 
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